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第2類医薬品

使 用前 にこの説 明文 書 を必 すお読 み下 さい。

また、必要な時に読めるよう大切に保管して下さい。

体力中等度以上の方のひきはじめのかぜ、鼻かぜに
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麒髄歎河ヨJ
カヨナール2の 特徴

『カコナール2』よひきはじめのかぜに良く効きます。

「カコナール2』は1回l本、1日2回の服用で優れた効果を発揮します。

『カコナール2』|よ漠方の原典である「傷寒論」に記載されている「葛根湯」の水裂抽出液で、煎じ業の製法を工業的

に確立して品質を費定させ、更に飲みやすくした内服液です(エキス製剤でよありません)。

『カコナール2』に|よ、眠くなる成分が含まれていません。

使用上の注意

1次 の人は服用前に医師又は薬剤師に相談して下さい

(1)医師の治療を受けている人

(2)妊婦又は妊娠していると思われる人

(3)体の虚弱な人(体力の衰えている人、体の弱い人)

(4)胃腸の弱い人

(5)発汗傾向の著しい人

(6)高齢者

(7)今までに業により発疹 発赤、かゆみ等を起こしたことがある人

(8)次の症状のある人

むくみ、排尿困難

(9)次の診断を受けた人

高血圧、心臓病、腎臓病、甲状腺機能障害

2次 の場合は、直ちに服用を中止し、この文書を持って医師又は薬剤師に相談して下さい

(1)

症状の名称 症 状

偽アルドステロン症
尿量が減少する、顔や手足がむくむ、ま8 たヽが重くなる、手がこ
わばる、血圧が高くなる、頭痛等があらわれる。

肝機能障害 全身のだるさ、貢垣 (皮なヽや日目が貢色くなる)等があらわれる。

*(2)]力月位(感冒の初期、鼻わ`ぜ、頭痛に服用する場合には5～ 6回 )服用しても症状がよくな

らない場合

率3長 期連用する場合には、医師又は薬剤師に相談して下さい

、次の症状があらわれた場合

関係 部 位 症 状

皮
ヽ
く
】 発疹 発赤、わ`ゆみ

)肖 化 器 悪心、食欲不振、胃部不快感

まれに下記の重篤な症状が起こることがあります。その場合|よ直ちに医師の診療を受けて下さい。



*効  能 ・鋤  案

体力中等度以上のものの次の諸症!感冒の初期(汗をかいてしヽなしヽもの)、鼻かぜ、鼻炎、

頭痛、肩こり、筋肉痛、手や肩の痛み

用  法 ・用  最

次の量を朝夕、食前又は食間によく振つてから服用して下さい。

食間とよ食事と食事の間で、前の食事から2～3時間後のことです。

(用法 用量に関連する注意〉

(1)用法 用量を厳守して下さい。

(2)本剤よ、本質的に沈殿を含んでしヽます。よく振つてから服用して下さしヽ。

成  分 ・分  曇

わ`ぜをこじらせると合併症をおこして、からだの調子を大きくくすしてしまうこと

が多々あります。保温 保湿に心控Mナ、消化のよしヽ栄養豊富な食物をとり安静にして、

早めに治すことが大切です。

保管及び取り扱い上の注意

本品についてのお問い合わせは、お買い求めのお店又は下言副こお願しヽ致します。

第
一三共ヘルスケア株式会社 お客様相談室
〒1038541東 京都中央区日本橋小網町1-8

電   話  0 3 ( 6 6 6 7 ) 3 2 3 2
受付時間 900～ 1フ:00(上、日、祝日を除く)

ホームページ http://www daich sankyo hc coip/ ①登録商標

第一三共ヘルスケア株式会社 新生薬品工業株式会社
東京都中央区日本橋小網町1-8        奈 良県高市郡高取町清水谷1269

年 齢 ]回 昌 ]日B反用回数

成人(15歳 以上) ]本 2回

]5歳 未満 服用しなしヽで下さしヽ。

本品]日量90mL(45mL× 2本 )中

分成 分  量 またらき

葛 根 湯 濃 縮 液
(下rl B生菜の水製抽出液)

口局 カッコン…

日局 マオウ……

日局 タイソウ…

日局 ケイヒ……

日局 シヤクヤク

日局 カンゾウ…

日局 シ∃ウキヨウ
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日局 カッコンから日局 シヨウ

キョウまでの葛根湯を構成す

る生薬の水製抽出液が、ひき

|よじめのかぜ、鼻かぜ、頭痛等

に効果を発揮します。

添加物:D―ソルビトール、自槍、安息香酸Na、パラベン、香料、プロピレングリコ
ール、エタノール
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